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(54)【発明の名称】 液晶表示装置、画像信号補正回路および電子機器

(57)【要約】
【課題】  横クロストークによる表示品位の低下を防止
する。
【解決手段】  水平走査および垂直走査に応じて供給さ
れるとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号
ＶＩＤと、一定の濃度を示す基準信号Ｒｅｆとの差を減
算器３０４によって求め、これを水平走査毎に積分器３
０８によって積分して、適切な係数を乗算して、対向電
極や容量線等の電位変動を模擬した補正信号Ｉｇｒとし
て、元の画像信号ＶＩＤに加算して、補正画像信号ＶＩ
Ｄ’として液晶パネルに供給する。これにより画素電極
には、対向電極の電位変動を上乗せした電圧が印加され
るので、対向電極の電位変動がキャンセルされて、表示
品位の低下が防止される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  水平走査および垂直走査に応じて供給さ
れるとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号
と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号との差を
求める減算器と、
前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分する積
分器と、
前記積分器による積分出力と、これに対応する画像信号
とを加算する加算器と、
前記加算器による加算出力に基づく信号が、前記水平走
査および垂直走査に応じて印加される画素電極と、
前記画素電極とは液晶を介して対向する対向電極とを具
備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記基準信号は、灰色の濃度に対応する
情報を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項３】  前記積分器による積分出力を徐々に減衰
する減衰手段を、
さらに備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項４】  水平走査および垂直走査に応じて供給さ
れるとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号
にしたがって表示を行う液晶パネルの前段に設けられる
画像信号補正回路であって、
前記画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準
信号との差を求める減算器と、
前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分する積
分器と、
前記積分器による積分出力と、これに対応する画像信号
とを加算し、この加算結果に基づく信号を、画像信号と
して前記液晶パネルに供給することを特徴とする画像信
号補正回路。
【請求項５】  前記基準信号は、灰色の濃度に対応する
情報を有することを特徴とする請求項４に記載の画像信
号補正回路。
【請求項６】  前記積分器による積分出力を徐々に減衰
する減衰手段を、
さらに備えることを特徴とする請求項４に記載の画像信
号補正回路。
【請求項７】  請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶
表示装置を表示部に用いたことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、いわゆる横クロス
トークによる表示品位の低下を防止した液晶表示装置、
並びに、その画像信号補正回路、この液晶表示装置を表
示部に適用した電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、液晶を用いて所定の表示を行う
液晶パネルは、一対の基板間に液晶が挟持された構成と
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なっている。このような液晶パネルは、駆動方式により
いくつかに分類することができるが、例えば、画素電極
を三端子型のスイッチング素子により駆動するアクティ
ブマトリクス型にあっては、次のような構成となってい
る。すなわち、この種の液晶パネルを構成する一対の基
板のうち、一方の基板には、複数の走査線と複数のデー
タ線とが互いに交差するように設けられるとともに、こ
れらの交差部分の各々に対応して薄膜トランジスタのよ
うな三端子型のスイッチング素子および画素電極の対が
設けられ、さらに、これらの画素電極が設けられる領域
（表示領域）の周辺には、走査線およびデータ線の各々
を駆動するための周辺回路が設けられる。また、他方の
基板には画素電極に対向する透明な対向電極（共通電
極）が設けられて、一定の電位に維持されている。くわ
えて、両基板の各対向面には、液晶分子の長軸方向が両
基板間で例えば約９０度連続的に捻れるようにラビング
処理された配向膜がそれぞれ設けられる一方、両基板の
各背面側には配向方向に応じた偏光子がそれぞれ設けら
れる。
【０００３】ここで、走査線とデータ線との交差部分に
設けられたスイッチング素子は、対応する走査線に印加
される走査信号がアクティブレベルになるとオンして、
対応するデータ線にサンプリングされた画像信号を画素
電極に供給するものである。このため、画素電極と対向
電極と両電極間に挟持された液晶とからなる液晶容量に
は、対向電極の電位と画像信号の電位との電位差が印加
されることになる。この後、スイッチング素子がオフし
ても、液晶容量には、それ自身や蓄積容量の容量性によ
って、すでに印加された電位差が保持されることにな
る。
【０００４】この際、画素電極と対向電極との間を通過
する光は、両電極間に印加された電位差がゼロであれ
ば、液晶分子の捻れに沿って約９０度旋光する一方、電
位差の大きくなるにつれて、液晶分子が電界方向に傾く
結果、その旋光性が消失する。このため、例えば透過型
において、入射側と背面側とに、配向方向に合わせて偏
光軸が互いに直交する偏光子をそれぞれ配置させた場合
（ノーマリーホワイトモードの場合）、両電極に印加さ
れる電位差がゼロであれば、光が透過するので白（透過
率が大になる）表示になる一方、両電極に印加される電
位差が大きくなるにつれて光が遮断して、ついには黒
（透過率が小になる）表示になる。したがって、画素電
極に印加する電圧を画素毎に制御することによって、所
定の表示が可能となっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな液晶パネルでは、いわゆる横クロストークにより表
示品位の低下が発生する、という問題があった。ここ
で、横クロストークには、いくつかの種類があるが、本
件でいう横クロストークとは、ノーマリーホワイトモー
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ドであれば、例えば、図１１に示されるように、一定濃
度の灰色を背景にして矩形状の黒表示を行う場合、その
黒色領域の右側（水平走査方向の側）における灰色領域
が、本来の灰色よりも明るくなった後（場合によっては
暗くなった後）、本来の灰色に徐々に戻る、というもの
である。なお、図１１においては、濃度を斜線の線密度
により示している。
【０００６】本発明は、上述した事情に鑑みてなされた
もので、その目的とするところは、いわゆる横クロスト
ークの発生を抑えて、高品位な表示が可能な液晶表示装
置、並びに、その画像信号補正回路、この液晶表示装置
を表示部に適用した電子機器を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】まず、横クロストークの
原因について検討する。上述したように、液晶容量は、
画素電極と対向電極との間に液晶を挟持してなるが、対
向電極は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide：インジウム錫酸
化物）などの透明薄膜金属からなるので、少なからず抵
抗を有する。このため、画素電極から対向電極までに至
る経路は、容量分および配線抵抗からなる一種の微分回
路となる。一方、液晶容量の保持特性を改善するため
に、液晶容量と並列に蓄積容量が設けられる構成が一般
的である。詳細には、この蓄積容量は、一端が画素電極
に接続される一方、他端が容量線に共通接続された構成
となっている。ここで、容量線は、走査線と同じポリシ
リコンからなるので、抵抗分を有する結果、対向電極と
同様に、画素電極から容量線までに至る経路は、容量分
および配線抵抗からなる一種の微分回路となる。
【０００８】このため、走査線とデータ線との交差部分
に設けられたスイッチング素子がオンして、対応する画
素電極に、ある濃度に対応する画像信号が印加されたと
き、容量線の電位は、画素電極の電位変化方向に、か
つ、その変化量に応じて変化した後、その時定数に応じ
て徐々に本来の電位に回復することになる。対向電極の
電位も同様である。
【０００９】次に、説明の便宜上、液晶容量に印加され
る電圧実効値がゼロの場合に白色表示を行うノーマリー
ホワイトモードを想定すると、画素電極における電位変
化量は、画素の濃度が黒に近づくにつれて大きくなる。
このため、最も電位変化量が大きくなる黒色画素を連続
して書き込むと、ある黒色画素の書込によって変位した
対向電極や容量線の電位が本来の電位に回復する前に、
次の黒色画素の書込が行われてしまう事態が起こり得
る。この事態が発生すると、対向電極や容量線の電位
は、本来の電位に回復する前に、変位してしまうことに
なるから、本来の電位から次第に離れてしまうことにな
る。一方、対向電極や容量線の電位は、本来の電位から
変位しても、画素電極の電位変化量が少なくなれば、本
来の電位に徐々に戻るはずである。
【００１０】ここで、対向電極や容量線の電位が本来の
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電位から変位している状態で、画素電極に接続されたス
イッチング素子がオフしてしまうと、その液晶容量に印
加される電圧実効値は、対向電極や蓄積容量の電位が変
位している分だけ、小さくなってしまうので、画素は本
来の濃度よりも明るく（白く）なってしまう。一方、対
向電極や容量線の電位が本来の電位である状態で、スイ
ッチング素子がオフすると、その液晶容量に印加される
電圧実効値は、本来あるべき値になる。
【００１１】このため、図１１における現象、詳細に
は、黒色領域の右側における灰色領域が本来の灰色より
も明るくなった後に本来の灰色に徐々に戻る現象は、次
のような理由により発生すると考えられる。すなわち、
この現象は、画素電極における電位変化量が最大である
黒色画素を連続して書き込むことによって、対向電極や
容量線の電位が本来の電位から離れてしまった状態にお
いて、灰色画素を書き込んでしまったが、画素電極にお
ける電位変化量が比較的小さい灰色画素を連続して書き
込むうちに、対向電極や容量線の電位が本来の電位に徐
々に戻るために発生する、と考えられる。
【００１２】このような考えは、本件の発明者が、横ク
ロストークによる表示品位の低下の程度と、黒色領域の
形状との因果関係を調査することによって判明した次の
ような傾向と一致する。詳細には、表示品位の低下は、
黒色領域の位置や、黒色領域における上下方向（垂直走
査方向）の距離ｈとは相関性がないが、黒色領域の右側
における灰色部分は、黒色領域における水平方向の距離
ｗが広くなるにつれて明るくなり、また、背景の灰色と
黒色との濃度差が大きくなるにつれて、顕著に現れる。
すなわち、距離ｗが広いということは、黒色画素を連続
して書き込む回数が多いということであるから、対向電
極や容量線の電位の変位量を大きくさせる方向に作用
し、また、背景の灰色と黒色との濃度差が大きくなるこ
とは、同様に、対向電極や容量線の電位の変位量を大き
くさせる方向に作用する、と考えられるからである。
【００１３】なお、このような考えによれば、対向電極
や容量線の電位は、黒色画素を連続して書き込むことに
より、本来の電位から次第に離れてしまうことになるの
で、黒色領域では右側に位置する画素ほど、液晶容量に
印加される電圧実効値が、本来の値よりも小さくなって
いるはずである。しかしながら、黒色画素において電圧
実効値の相違があるにもかかわらず、これが表示品位の
低下として視認されないのは、画素を黒色（白色）とす
る場合には、液晶容量の電圧実効値が多少変動しても、
濃度（透過率）はほとんど変化しないためである。換言
すれば、横クロストークにおける表示品位の低下は、液
晶容量に印加される電圧実効値の変化に対して濃度変化
率が大きい灰色表示領域にて視認されやすいものであ
り、黒色（白色）表示領域に限って言えば、表示品位の
低下はほとんど問題にならない。
【００１４】また、液晶容量と蓄積容量とを比較した場
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合、容量的には蓄積容量の方が大きいので、横クロスト
ークの原因は、容量線の電位変動による影響が、対向電
極の電位変動による影響よりも大きいと考えられる。さ
らに、これらの容量のほかにも、画素電極とデータ線と
の寄生容量など、各種の容量による影響を受けていると
も考えられる。
【００１５】さて、横クロストークが、対向電極や容量
線等の電位変動に起因して発生するならば、対向電極や
容量線の配線抵抗を小さく抑えれば良いはずであるが、
液晶パネルのサイズやプロセス等の制約のために、配線
抵抗を小さくするにも限界がある。そこで、本件では、
対向電極や容量線のように、画素電極を一端とする容量
の他端において本来の電位から変位する分を、補正信号
として予め画像信号に上乗せすることにより、本来の濃
度に対応する電圧実効値が液晶容量に印加される構成と
したのである。
【００１６】具体的には、本件の第１発明にあっては、
水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに画
素の濃度に応じた情報を有する画像信号と、所定の濃度
に応じた情報を有する基準信号との差を求める減算器
と、前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分す
る積分器と、前記積分器による積分出力と、これに対応
する画像信号とを加算する加算器と、前記加算器による
加算出力に基づく信号が、前記水平走査および垂直走査
に応じて印加される画素電極と、前記画素電極とは液晶
を介して対向する対向電極とを具備する構成を特徴とし
ている。
【００１７】この構成によれば、画像信号と基準信号と
の差、すなわち、画像信号で示される濃度と基準信号で
示される濃度との濃度差が求められて、この濃度差が水
平走査の開始から順番に積分される。このため、積分結
果は、水平走査の開始から、画像信号で示される濃度と
基準信号で示される濃度との濃度差と、当該差が生じて
いる期間とに応じた値になるので、電位変動による影響
を模擬した信号になる。そして、この信号が、元の画像
信号にタイミングを合わせて加算されて、画素電極に印
加される。このため、画素電極には、対向電極や容量線
等の電位変動による影響をキャンセルする電圧が加算さ
れる。したがって、対向電極や容量線等が電位変動して
も、本来の濃度に対応する電圧実効値が、画素電極およ
び対向電極の間に印加されるので、表示品位の低下が防
止されることになる。
【００１８】また、本件第２発明にあっては、画像信号
を液晶パネルに供給する際に、補正を行う補正回路とし
て概念されるものであり、具体的には、水平走査および
垂直走査に応じて供給されるとともに画素の濃度に応じ
た情報を有する画像信号にしたがって表示を行う液晶パ
ネルの前段に設けられる画像信号補正回路であって、前
記画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信
号との差を求める減算器と、前記減算器による減算出力
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を、水平走査毎に積分する積分器と、前記積分器による
積分出力と、これに対応する画像信号とを加算し、この
加算結果に基づく信号を、画像信号として前記液晶パネ
ルに供給する構成を特徴としている。この構成において
も、画素電極には、対向電極や容量線等の電位変動によ
る影響をキャンセルする電圧が加算されて印加されるの
で、同様に、表示品位の低下が防止されることになる。
【００１９】ここで、第１または第２発明において、基
準信号は、画素の濃度を灰色にする電圧を有することが
望ましい。上述したように、表示品位の低下は、電圧実
効値に対して濃度変化率が大きい灰色表示領域で発生す
るので、画素の濃度を灰色にする電圧との比較が有効に
なるからである。
【００２０】また、対向電極や容量線等は、電位変動し
ても、それらの時定数にしたがって定常状態に戻るの
で、補正信号としては、時間が経過するにつれて減衰さ
せる構成が望ましい。このため、第１または第２発明に
おいて、前記積分器による積分出力を徐々に減衰する減
衰手段を、さらに備える構成が良い。この構成により画
像信号に対する過剰な補正が防止されることになる。な
お、このように積分結果を徐々に減衰する減衰手段とし
ては、積分結果を一定の割合で減衰して、積分器の入力
にフィードバックする構成や、時間経過とともにゼロに
近づく係数を積分結果に乗算する構成などが考えられ
る。
【００２１】さらに、本発明に係る電子機器は、上記液
晶表示装置を表示部に備えるので、横クロストークを抑
制した高品位の表示が可能になる。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態に係る
液晶表示装置について説明する。 図１は、実施形態に
係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
この図に示されるように、液晶表示装置は、液晶パネル
１００と、制御回路２００と、画像信号補正回路３００
と、処理回路４００とから構成される。このうち、制御
回路２００は、上位装置から供給される垂直走査信号Ｖ
ｓ、水平走査信号Ｈｓおよびドットクロック信号ＤＣＬ
Ｋにしたがって、各部を制御するためのタイミング信号
やクロック信号などを生成するものである。
【００２３】続いて、画像信号補正回路３００は、垂直
走査信号Ｖｓ、水平走査信号Ｈｓおよびドットクロック
信号ＤＣＬＫに同期して（すなわち、垂直走査および水
平走査にしたがって）供給されるディジタルの画像信号
ＶＩＤから、対向電極の電位変動を模擬した補正信号を
生成し、画像信号ＶＩＤに加算して、補正画像信号ＶＩ
Ｄ’として出力するものである。なお、この画像信号補
正回路３００の詳細については後述する。
【００２４】次に、処理回路４００は、Ｄ／Ａ変換器４
０２、Ｓ／Ｐ変換回路４０４および増幅・反転回路４０
６からなり、画像信号補正回路３００により補正された
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7
画像信号ＶＩＤ’を、液晶パネル１００への供給に適し
た信号に処理するものである。このうち、Ｄ／Ａ変換器
４０２は、補正されたディジタルの画像信号ＶＩＤ’を
アナログの画像信号に変換するものである。また、Ｓ／
Ｐ変換回路４０４は、アナログの画像信号を入力する
と、これをＮ（図においてはＮ＝６）系統に分配すると
ともに、時間軸にＮ倍に伸長（シリアル－パラレル変
換）して出力するものである。なお、画像信号をシリア
ル－パラレル変換する理由は、後述するサンプリングス
イッチ１５１（図３参照）において、画像信号が印加さ
れる時間を長くして、サンプル＆ホールド時間および充
放電時間を十分に確保するためである。
【００２５】一方、増幅・反転回路４０６は、シリアル
－パラレル変換された画像信号のうち、極性反転が必要
となるものを反転させ、この後、適宜、増幅して画像信
号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６として液晶パネル１００に供給す
るものである。なお、反転するか否かについては、デー
タ信号の印加方式が①走査線単位の極性反転であるか、
②データ信号線単位の極性反転であるか、③画素単位の
極性反転であるかに応じて定められ、その反転周期は、
１水平走査期間またはドットクロック周期に設定され
る。ただし、この実施形態にあっては説明の便宜上、①
走査線単位の極性反転である場合を例にとって説明する
が、本発明をこれに限定する趣旨ではない。
【００２６】また、変換された画像信号ＶＩＤ１～ＶＩ
Ｄ６の液晶パネル１００への供給タイミングは、本実施
形態では同時とするが、ドットクロックに同期して順次
シフトしても良く、この場合は後述するサンプリング回
路にて、Ｎ系統の画像信号を順次サンプリングする構成
となる。ここで、本実施形態における極性反転とは、所
定の一定電位Ｖc（画像信号の振幅中心電位であり、対
向電極の印加される電圧ＬＣcomとほぼ等しい）を基準
として正極性と負極性とに交互に電圧レベルを反転させ
ることをいう。
【００２７】なお、ここでは、処理回路４００の入力段
においてアナログ変換したが、シリアル－パラレル変換
した後や、増幅・反転後において、アナログ変換しても
良いのはもちろんである。
【００２８】＜液晶パネルの構造＞次に、液晶パネル１
００の構造について説明する。図２（ａ）は、この液晶
パネル１００の構成を示す斜視図であり、図２（ｂ）
は、図２（ａ）におけるＡ－Ａ’線の断面図である。こ
れらの図に示されるように、液晶パネル１００は、各種
素子や画素電極１１８等が形成された素子基板１０１
と、対向電極１０８等が設けられた対向基板１０２と
が、スペーサ（図示省略）を含むシール材１０４によっ
て一定の間隙を保って、互いに電極形成面が対向するよ
うに貼り合わせられるとともに、この間隙に例えばＴＮ
（Twisted Nematic）型の液晶１０５が封入された構成
となっている。
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【００２９】なお、素子基板１０１には、本実施形態で
は、ガラスや、半導体、石英などが用いられるが、不透
明な基板を用いても良い。ただし、素子基板１０１に、
不透明な基板を用いる場合には、透過型ではなく反射型
として用いる必要がある。また、シール材１０４は、対
向基板１０２の周辺に沿って形成されるが、液晶１０５
を封入するために一部が開口している。このため、液晶
１０５の封入後に、その開口部分が封止材１０６によっ
て封止されている。
【００３０】次に、素子基板１０１の対向面であって、
シール材１０４の外側一辺の領域１４０ａには、データ
線駆動回路１４０が形成され、さらに、この内側の領域
１５０ａには、サンプリング回路１５０が形成されてい
る。一方、この一辺の外周部分には、複数の実装端子１
０７が形成されて、制御回路２００や処理回路４００な
どから各種信号を入力する構成となっている。
【００３１】また、この一辺に隣接する２辺の領域１３
０ａには、それぞれ走査線駆動回路１３０が形成され
て、走査線を両側から駆動する構成となっている。な
お、走査線に供給される走査信号の遅延が問題にならな
いのであれば、走査線駆動回路１３０を片側１個だけに
形成する構成でも良い。さらに、残りの一辺の領域１６
０ａには、２個の走査線駆動回路１３０において共用さ
れる配線（図示省略）や、後述するプリチャージ回路１
６０などが形成される。
【００３２】一方、対向基板１０２に設けられる対向電
極１０８は、素子基板１０１との貼合部分における４隅
のうち、少なくとも１箇所に設けられた銀ペースト等な
どの導通材によって、素子基板１０１に形成された実装
端子１０７と電気的に接続されて、一定の電圧ＬＣcom
が印加される構成となっている。
【００３３】ただし、対向電極１０８は、通常、対向基
板１０２においてパターニングされることなく、一面に
わたっていわゆるべた塗りの状態で形成されているの
で、素子基板１０１に対しては、画素電極１１８以外の
各部にも対向することになる。さらに、対向電極１０８
は、前述したようにＩＴＯなどの透明薄膜金属からなる
ので、その配線抵抗は比較的大きい。このため、対向電
極１０８は、実際には、素子基板１０１における各部、
特に、画像信号線やデータ線等の影響を受けて電位変動
することになる。
【００３４】なお、ほかに対向基板１０２には、特に図
示はしないが、画素電極１１８と対向する領域に、必要
に応じて着色層（カラーフィルタ）が設けられる。ただ
し、後述するプロジェクタのように色光変調の用途に適
用する場合、対向基板１０２に着色層を形成する必要は
ない。また、着色層を設けると否かとにかかわらず、光
のリークによるコントラスト比の低下を防止するため
に、画素電極１１８と対向する領域以外の部分には遮光
膜が設けられている（図示省略）。
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【００３５】また、素子基板１０１および対向基板１０
２の対向面には、液晶１０５における分子の長軸方向が
両基板間で約９０度連続的に捻れるようにラビング処理
された配向膜が設けられる一方、その各背面側には配向
方向に応じた偏光子がそれぞれ設けられるが、本件とは
直接関係しないので、その図示については省略すること
にする。なお、図１（ｂ）においては、対向電極１０８
や、画素電極１１８、実装端子１０７等には厚みを持た
せているが、これは、位置関係を示すための便宜的な措
置であり、実際には、基板の厚みに対して充分に無視で
きるほど薄い。
【００３６】＜素子基板＞次に、液晶パネル１００にお
ける素子基板１０１の電気的な構成について説明する。
図３は、素子基板１０１の構成を示すブロック図であ
る。この図に示されるように、素子基板１０１の表示領
域にあっては、複数本の走査線１１２が行（Ｘ）方向に
沿って平行に形成され、また、複数本のデータ線１１４
が列（Ｙ）方向に沿って平行に形成されている。そし
て、これらの走査線１１２とデータ線１１４とが交差す
る部分においては、画素を制御するためのスイッチング
素子たる薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：以
下「ＴＦＴ」と称する）１１６のゲートが走査線１１２
に接続される一方、ＴＦＴ１１６のソースがデータ線１
１４に接続されるとともに、ＴＦＴ１１６のドレインが
矩形状の透明な画素電極１１８に接続されている。
【００３７】上述したように、液晶パネル１００では、
素子基板１０１と対向基板１０２との電極形成面の間に
おいて液晶１０５が挟持されているので、各画素におけ
る液晶容量は、画素電極１１８と、対向電極１０８と、
これら両電極間に挟持された液晶１０５とによって構成
されることになる。ここで、説明の便宜上、走査線１１
２の総本数を「ｍ」とし、データ線１１４の総本数を
「６ｎ」とすると（ｍ、ｎは、それぞれ整数とする）、
画素は、走査線１１２とデータ線１１４との各交差部分
に対応して、ｍ行×６ｎ列のマトリクス状に配列するこ
とになる。
【００３８】また、マトリクス状の画素からなる表示領
域には、このほかに、液晶容量のリークを防止するため
の蓄積容量１１９が画素毎に形成されている。この蓄積
容量１１９の一端は、画素電極１１８（ＴＦＴ１１６の
ドレイン）に接続される一方、その他端は、容量線１７
５により共通接続されている。なお、この容量線１７５
には、本実施形態では、接続端子１０７を介して、一定
の電位（例えば電圧ＬＣcomや、駆動回路の高位側電源
電圧、低位側電源電圧など）に接地されている。
【００３９】一方、素子基板１０１の非表示領域には、
周辺回路１２０が形成されている。この周辺回路１２０
は、走査線駆動回路１３０や、データ線駆動回路１４
０、サンプリング回路１５０、プリチャージ回路１６０
のほか、製造後に欠陥の有無を判別するための検査回路
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を含んだ回路として概念されるものであるが、検査回路
については、本件とは直接関係しないので、その説明に
ついては省略することとする。
【００４０】ここで、周辺回路１２０の構成素子は、画
素を駆動するＴＦＴ１１６と共通の製造プロセスで形成
される。このように周辺回路１２０を素子基板１０１に
内蔵させ、かつ、その構成素子を共通のプロセスで形成
すると、周辺回路１２０を別基板上に形成して外付けす
るタイプと比較して、装置全体の小型化や低コスト化を
図る上で有利となる。
【００４１】さて、周辺回路１２０のうち、走査線駆動
回路１３０は、１水平走査期間１Ｈ毎に順次アクティブ
レベルになる走査信号Ｇ１、Ｇ２、…、Ｇｍを、１垂直
有効表示期間内に出力するものである。詳細については
本発明と直接関連しないので図示を省略するが、シフト
レジスタと複数の論理積回路とから構成される。このう
ち、シフトレジスタは、図５に示されるように、垂直走
査の最初に供給される転送開始パルスＤＹを、クロック
信号ＣＬＹのレベルが遷移する毎に（立ち上がり及び立
ち下がりの双方で）、順次シフトして、信号Ｇ１’、Ｇ
２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’として出力し、各論理積回路
は、信号Ｇ１’、Ｇ２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’のうち、
相隣接する信号同士の論理積信号を求めて、走査信号Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、…、Ｇｍとして出力するものである。
【００４２】また、データ線駆動回路１４０は、順次ア
クティブレベルになるサンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、
…、Ｓｎを、水平有効表示期間内に出力するものであ
る。この詳細についても本発明と直接関連しないので図
示を省略するが、シフトレジスタと複数の論理積回路と
から構成されている。このうち、シフトレジスタは、図
５または図６に示されるように、水平有効表示期間の最
初に供給される転送開始パルスＤＸを、クロック信号Ｃ
ＬＸのレベルが遷移する毎に順次シフトして、信号Ｓ
１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’として出力し、各論
理積回路は、信号Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’
のパルス幅を、相隣接するもの同士が重複しないよう
に、期間ＳＭＰａに狭めてサンプリング信号Ｓ１、Ｓ
２、Ｓ３、…、Ｓｎとして出力するものである。
【００４３】次に、サンプリング回路１５０は、６本の
画像信号線１７１を介して供給される画像信号ＶＩＤ１
～ＶＩＤ６を、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、
…、Ｓｎにしたがって各データ線１１４にサンプリング
するものであり、データ線１１４毎に設けられるサンプ
リングスイッチ１５１から構成されている。
【００４４】ここで、データ線１１４は６本毎にブロッ
ク化されており、図３において左から数えてｉ（ｉは、
１、２、…、ｎ）番目のブロックに属するデータ線１１
４の６本のうち、最も左に位置するデータ線１１４の一
端に接続されるサンプリングスイッチ１５１は、画像信
号線１７１を介して供給された画像信号ＶＩＤ１を、サ
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ンプリング信号Ｓｉがアクティブになる期間においてサ
ンプリングして、当該データ線１１４に供給する構成と
なっている。また、同じくｉ番目のブロックに属するデ
ータ線１１４の６本のうち、２番目に位置するデータ線
１１４の一端に接続されるサンプリングスイッチ１５１
は、画像信号ＶＩＤ２を、サンプリング信号Ｓｉがアク
ティブになる期間においてサンプリングして、当該デー
タ線１１４に供給する構成となっている。以下、同様
に、ｉ番目のブロックに属するデータ線１１４の６本の
うち、３、４、５、６番目に位置するデータ線１１４の
一端に接続されるサンプリングスイッチ１５１の各々
は、画像信号ＶＩＤ３、ＶＩＤ４、ＶＩＤ５、ＶＩＤ６
の各々を、サンプリング信号Ｓｉがアクティブレベルに
なる期間においてサンプリングして、対応するデータ線
１１４に供給する構成となっている。
【００４５】なお、サンプリングスイッチ１５１を構成
するＴＦＴについては、本実施形態では、Ｎチャネル型
とするので、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎが
Ｈレベルになれば、対応するサンプリングスイッチ１５
１がオンすることになる。なお、サンプリングスイッチ
１５１を構成するＴＦＴについては、Ｐチャネル型とし
ても良いし、両チャネルを組み合わせた相補型としても
良い。
【００４６】一方、表示領域に対し、データ線駆動回路
１４０とは反対側の領域には、プリチャージ回路１６０
が備えられる。このプリチャージ回路１６０は、データ
線１１４毎に設けられたプリチャージングスイッチ１６
１からなり、各プリチャージングスイッチ１６１は、プ
リチャージ制御線１７７を介して供給されるプリチャー
ジ制御信号ＰＧがアクティブレベルになった場合に、プ
リチャージ信号線１７９を介して供給されるプリチャー
ジ電圧信号ＰＳを、データ線１１４にプリチャージする
構成となっている。
【００４７】さて、プリチャージ制御信号ＰＧは、図６
に示されるように、水平有効期間を除いた帰線期間のう
ち、その時間的な前後端から隔絶された期間においてア
クティブレベルになる信号である。また、プリチャージ
電圧信号ＰＳは、同図に示されるように、例えば、クロ
ック信号ＣＬＹの半周期（１水平走査期間）毎に、電圧
Ｖcを基準にして電圧Ｖg＋、Ｖg－でレベル反転する信
号である。
【００４８】ここで、電圧Ｖcは、上述したように画像
信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の振幅中心電位であり、対向電
極１０８に印加される電圧ＬＣcomとほぼ等しい電位で
ある。また、電圧Ｖg＋、Ｖg－は、それぞれ電圧Ｖcよ
りも高位側、低位側にあって、いずれも灰色に相当する
電圧である。なお、プリチャージ電圧信号ＰＳについて
は、灰色に相当する電圧に限られない。また、電圧Ｖb
＋、Ｖb－は、本実施形態が電圧無印加状態で白色表示
を行うノーマリーホワイトモードであるとした場合に、
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正極側、負極側で黒色表示する場合の電圧である。
【００４９】このような構成によるプリチャージ回路１
６０によれば、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、
…、Ｓｎが供給される水平有効表示期間の直前たる帰線
期間において、各データ線１１４が、電圧Ｖg＋または
Ｖg－に、予めプリチャージされるので、その直後の水
平有効表示期間において、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６
がデータ線１１４にサンプリングされる際の負荷が低減
されることとなる。なお、走査線駆動回路１３０は、図
３では、走査線１１２の一端側のみに１個だけ配置して
いるが、これは、電気的な構成を説明するための便宜上
の措置であり、実際には、図２に示されるように、走査
線１１２の両端に２個配置している。
【００５０】＜画像信号補正回路の詳細＞次に、画像信
号補正回路３００の詳細について説明する。図４は、こ
の画像信号補正回路３００の構成を示すブロック図であ
る。この図において、画像信号ＶＩＤは、前述したよう
に、上位装置から垂直走査および水平走査に同期して供
給されて、画素の濃度に対応した情報を有するディジタ
ル信号である。
【００５１】続いて、減算器３０２は、画像信号ＶＩＤ
から、基準信号Ｒｅｆを減算するものである。ここで、
基準信号Ｒｅｆとしては、一定の濃度の情報を有すれば
良いが、本実施形態では、表示品位の低下として視認さ
れやすい灰色に相当する情報を有したものとしている。
次に、乗算器３０４は、減算器３０２による減算結果に
対し、調整用の係数ｋ１を乗算するものであり、また、
減算器３０６は、乗算器３０４の乗算結果から乗算器３
１０の乗算結果を減算するものである。
【００５２】続いて、積分器３０８は、減算器３０６に
よる減算結果を、転送開始パルスＤＸの供給によりリセ
ットした後に、積分するものである。また、乗算器３１
０は、積分器３０８による積分結果に、「０」以上
「１」以下の係数ｋ２を乗算するものである一方、乗算
器３１２は、積分器３０８による積分結果に対し調整用
の係数ｋ３を乗算して、補正信号Ｉｇｒとして出力する
ものである。
【００５３】一方、遅延器３１６は、減算器３０２から
乗算器３１２までの演算に要する期間だけ、画像信号Ｖ
ＩＤを遅延させるものである。なお、この遅延時間は、
本実施形態では説明の便宜上、ドットクロックＤＣＬＫ
の１周期分とする。そして、加算器３１４は、補正信号
Ｉｇｒと、この補正信号Ｉｇｒにタイミング合わせて遅
延された画像信号ＶＩＤとを加算して、補正画像信号Ｖ
ＩＤ’として出力するものである。
【００５４】このような構成において、乗算器３１０が
存在しないと仮定した場合、補正信号Ｉｇｒは、水平有
効表示期間の開始から、画像信号ＶＩＤと基準信号Ｒｅ
ｆとの差を累算した値に応じたものとなる。例えば、ノ
ーマリーホワイトモードにおいて正極性の書込を行う場
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合、画像信号ＶＩＤで示される画素の濃度が例えば黒色
であれば、画像信号ＶＩＤから基準信号Ｒｅｆを引いた
差は正となるので、補正信号Ｉｇｒは、その黒色と基準
信号で示される灰色との濃度差が大きくなるにつれて、
かつ、その黒色の画素が水平走査される期間が長くなる
につれて、正側に大きな情報を有することになる。
【００５５】ただし、実際には、積分器３０８による積
分結果は、乗算器３１０および減算器３０６を経由して
フィードバックされるので、画像信号ＶＩＤが、基準信
号Ｒｅｆとの濃度差を一定として推移するのであれば、
積分器３０８による積分結果の変化率は徐々に小さくな
り、これに伴い、補正信号Ｉｇｒも、変化率が徐々に小
さくなって増減することになる。
【００５６】＜液晶表示装置の動作＞次に、上述した構
成に係る液晶表示装置の動作について説明する。まず、
走査線駆動回路１３０には、垂直有効表示期間の最初に
転送開始パルスＤＹが供給される。この転送開始パルス
ＤＹは、図５に示されるように、クロック信号ＣＬＹの
レベルが遷移する毎に順次シフトされ、信号Ｇ１’、Ｇ
２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’として出力される。そして、
これらの信号Ｇ１’、Ｇ２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’のう
ち、相隣接する信号同士の論理積信号が求められて、１
水平走査期間１Ｈ毎にアクティブレベルになる走査信号
Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、…、Ｇｍとして、対応する走査線１
１２に出力される。
【００５７】ここでまず、走査信号Ｇ１がアクティブレ
ベルになる１水平走査期間１Ｈについて着目する。な
お、この１水平走査期間１Ｈでは、説明の便宜上、正極
側の書込を行うものとすると、Ｓ／Ｐ変換回路４０４
（図１参照）から出力される画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ
６は、対向電極１０８に印加される電圧ＬＣcom（厳密
に言えば電圧Ｖc）に対して高位側電圧になる。
【００５８】またこれに先立って、プリチャージ制御信
号ＰＧが、図６に示されるように、その帰線期間の前後
端から隔絶された期間にてアクティブレベルになる。こ
の際、プリチャージ電圧信号ＰＳは、正極側の書込に対
応して電圧Ｖg＋になる。このため、当該期間におい
て、すべてのデータ線１１４が電圧Ｖg＋にプリチャー
ジされることになる。
【００５９】次に、帰線期間が終了して、水平有効表示
期間になると、その最初に転送開始パルスＤＸが、図５
または図６に示されるように、データ線駆動回路１４０
に供給される。この転送開始パルスＤＸは、クロック信
号ＣＬＸのレベルが遷移する毎に順次シフトされた信号
Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’として出力され
る。そして、この信号Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓ
ｎ’の各パルス幅が、相隣接するもの同士が互いに重複
しないように期間ＳＭＰａに狭められて、サンプリング
信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…、Ｓｎとして出力される。
【００６０】一方、画像信号補正回路３００に入力され
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た画像信号ＶＩＤは、遅延器３１６によって１ドットク
ロックＤＣＬＫだけ遅延されるとともに、対向電極１０
８の電位変動を模擬した補正信号Ｉｇｒが加算されて、
補正画像信号ＶＩＤ’として出力される。さらに、補正
画像信号ＶＩＤ’は、第１に、Ｄ／Ａ変換回路４０２に
よってアナログ信号に変換され、第２に、Ｓ／Ｐ変換回
路４０２によって画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６に分配さ
れるとともに、時間軸に対して６倍に伸長され、第３
に、増幅・反転回路４０６によって適切に増幅・反転さ
れて、液晶パネル１００に供給される。
【００６１】ここで、走査信号Ｇ１がアクティブレベル
になる期間において、サンプリング信号Ｓ１がアクティ
ブレベルになると、左から１番目のブロックに属する６
本のデータ線１１４に、それぞれ画像信号ＶＩＤ１～Ｖ
ＩＤ６がサンプリングされる。そして、サンプリングさ
れた画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、図３において上か
ら数えて１本目の走査線１１２と当該６本のデータ線１
１４と交差する画素のＴＦＴ１１６によって、それぞれ
対応する画素電極１１８に印加されることになる。
【００６２】この後、サンプリング信号Ｓ２がアクティ
ブレベルになると、今度は、２番目のブロックに属する
６本のデータ線１１４に、それぞれ画像信号ＶＩＤ１～
ＶＩＤ６がサンプリングされて、これらの画像信号ＶＩ
Ｄ１～ＶＩＤ６が、１本目の走査線１１２と当該６本の
データ線１１４と交差する画素のＴＦＴ１１６によっ
て、それぞれ対応する画素電極１１８に印加されること
になる。
【００６３】以下同様にして、サンプリング信号Ｓ３、
Ｓ４、……、Ｓｎが順次アクティブレベルになると、第
３番目、第４番目、…、第ｎ番目のブロックに属する６
本のデータ線１１４にそれぞれ画像信号ＶＩＤ１～ＶＩ
Ｄ６がサンプリングされ、これらの画像信号ＶＩＤ１～
ＶＩＤ６が、１本目の走査線１１２と、当該６本のデー
タ線１１４と交差する画素のＴＦＴ１１６によって、そ
れぞれ対応する画素電極１１８に印加されることにな
る。これにより、第１行目の画素のすべてに対する書込
が完了することになる。
【００６４】続いて、走査信号Ｇ２がアクティブになる
期間について説明する。本実施形態では、上述したよう
に、走査線単位の極性反転が行われるので、この１水平
走査期間においては、負極側の書込が行われることにな
る。このため、Ｓ／Ｐ変換回路４０２から出力される画
像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、対向電極１０８に印加さ
れる電圧ＬＣcom（厳密に言えば電圧Ｖc）に対して低位
側電圧になる。これに先だって、帰線期間におけるプリ
チャージ電圧信号ＶＳの電圧はＶg－になるので、プリ
チャージ制御信号ＰＧがアクティブレベルになった場合
に、すべてのデータ線１１４は、電圧Ｖg－にプリチャ
ージされることになる。
【００６５】他の動作については同様であり、サンプリ
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ング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…、Ｓｎが順次アクティブ
レベルになって、第２行目の画素のすべてに対する書込
が完了することになる。以下同様にして、走査信号Ｇ
３、Ｇ４、…、Ｇｍがアクティブになって、第３行目、
第４行目、…、第ｍ行目の画素に対して書込が行われる
ことになる。これにより、奇数行目の画素については正
極側の書込が行われる一方、偶数行目の画素については
負極側の書込が行われて、この１垂直走査期間において
は、第１行目～第ｍ行目の画素のすべてにわたった書込
が完了することになる。
【００６６】そして、次の１垂直走査期間においても、
同様な書込が行われるが、この際、各行の画素に対する
書込極性が入れ替えられる。すなわち、次の１垂直走査
期間において、奇数行目の画素については負極側の画素
に対して書込が行われる一方、偶数行目の画素について
は正極側の書込が行われることになる。このように、１
垂直走査期間毎に画素に対する書込極性が入れ替えられ
ので、液晶１０５に直流成分が印加されることがなくな
って、その劣化が防止されている。
【００６７】また、このような駆動では、データ線１１
４を１本毎に駆動する方式と比較すると、各サンプリン
グスイッチ１５１によって画像信号をサンプリングする
時間が６倍になるので、各画素における充放電時間が十
分に確保される。このため、高コントラスト化が図られ
ることになる。さらに、データ線駆動回路１４０におけ
るシフトレジスタの段数、および、クロック信号ＣＬＸ
の周波数が、それぞれ１／６に低減されるので、段数の
低減化と併せて低消費電力化も図られることになる。
【００６８】さらに、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、
…、Ｓｎのアクティブ期間は、クロック信号ＣＬＸの半
周期よりも狭められて、期間ＳＭＰａに制限されている
ので、隣接するサンプリング信号同士のオーバーラップ
が事前に防止される。このため、あるブロックに属する
６本のデータ線１１４にサンプリングされるべき画像信
号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６が、これに隣接するブロックに属
する６本のデータ線１１４にも同時サンプリングされる
事態が防止されて、高品位な表示が可能となっている。
【００６９】さて、図１１に示されるように灰色を背景
にして矩形状の黒色を表示する場合にあって、当該黒色
領域を水平走査するとき、画像信号ＶＩＤは、図７
（ａ）に示されるように、水平有効表示期間の開始から
灰色を維持し、タイミングｔ

1
にて黒色になり、タイミ

ングｔ
2
にて再び灰色に戻ることになる。一方、画像信

号ＶＩＤがタイミングｔ
2
にて灰色に戻る際に、対向電

極１０８（容量線１７５についても）の電位が黒色側の
電圧に振られているので、黒色領域の右側部分が本来の
灰色よりも明るくなり、これにより、図１１に示される
ような表示品位の低下が発生する、と考えられる。
【００７０】本実施形態において、図７（ａ）に示され
る画像信号ＶＩＤを、画像信号補正回路３００に入力し
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た場合、タイミングｔ

1
までは、基準信号Ｒｅｆとの濃

度差がゼロであるから、補正信号Ｉｇｒはゼロを維持す
る。次に、補正信号Ｉｇｒは、画像信号ＶＩＤが黒色に
遷移するタイミングｔ

1
において増加を開始するが、上

述したように積分器３０８による積分結果が、乗算器３
１０および減算器３０６を経由してフィードバックされ
るので、徐々に変化率が鈍くなる。そして、画像信号Ｖ
ＩＤが灰色に遷移するタイミングｔ

2
以降においては、

基準信号Ｒｅｆとの濃度差が再びゼロとなり、また、す
でに積分された結果も、フィードバックにより減少する
ので、補正信号Ｉｇｒは収束する形で徐々にゼロに戻る
ことになる。
【００７１】そして、画像信号ＶＩＤと補正信号Ｉｇｒ
とを加算した補正画像信号ＶＩＤ’は、図７（ｂ）に示
されるように、対向電極１０８（容量線１７５）の電位
変動分が加算されて、処理回路４００を介して液晶パネ
ル１００に供給されることになる。このため、本実施形
態では、図１１に示される黒色部分を水平走査する際
に、タイミングｔ

2
にて対向電極１０８（容量線１７

５）が電位変動していたとしても、その電位変動分が画
像信号ＶＩＤに加算されて画素電極１１８に印加される
ので、黒色表示領域の右側に位置する画素の液晶容量に
は、本来の灰色に相当する電位差Ｖgが印加される。し
たがって、本実施形態によれば、図１１に示されるよう
な表示品位の低下を防止することが可能になる。さら
に、補正信号Ｉｇｒは、あるタイミングにおいてある値
を有していても、画像信号ＶＩＤと基準信号Ｒｅｆとの
濃度差がなくなると、時間経過とともに徐々にゼロに収
束するので、対向電極１０８や容量線１７５における電
位変動が適切に模擬されるとともに、過剰な補正が抑止
されることになる。
【００７２】＜その他＞なお、上述した実施形態にあっ
ては、６本のデータ線１１４が１ブロックにまとめられ
て、１ブロックに属する６本のデータ線１１４に対し
て、６系統に変換された画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６を
サンプリングする構成したが、変換数および同時に印加
するデータ線数（すなわち、１ブロックを構成するデー
タ線数）は、「６」に限られるものではない。例えば、
サンプリング回路１５０におけるサンプリングスイッチ
１５１の応答速度が十分に高いのであれば、補正画像信
号をパラレルに変換することなく１本の画像信号線にシ
リアル伝送して、データ線１１４毎に順次サンプリング
するように構成しても良い。また、変換数および同時に
印加するデータ線の数を「３」や、「１２」、「２４」
等として、３本や、１２本、２４本等のデータ線に対し
て、３系統変換や、１２系統変換、２４系統変換等した
補正画像信号を同時に供給する構成としても良い。な
お、変換数としては、カラーの画像信号が３つの原色に
係る信号からなることとの関係から、３の倍数であるこ
とが制御や回路などを簡易化する上で好ましい。ただ
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し、後述するプロジェクタのように単なる光変調の用途
の場合には、３の倍数である必要はない。
【００７３】一方、上述した実施形態において、画像信
号補正回路３００は、ディジタルの画像信号ＶＩＤを処
理するものとしたが、アナログの画像信号を処理する構
成としても良い。この構成では、画像信号の電圧が画素
の濃度を示すことになる。また、実施形態にあって、画
像信号補正回路３００は、画像信号のシリアル－パラレ
ル変換の前に、補正を行う構成となっていたが、シリア
ル－パラレル変換の後に、補正を行う構成としても良い
し、上述したように、そもそもシリアル－パラレル変換
を行わない構成でも良い。
【００７４】さらに、上述した実施形態にあっては、対
向電極１０８と画素電極１１８との電位差がゼロである
場合に白色表示を行うノーマリーホワイトモードとして
説明したが、黒色表示を行うノーマリーブラックモード
としても良い。また、プリチャージ電圧ＰＳとして、灰
色に相当する電圧Ｖg＋、Ｖg－を選択して、書込極性に
したがって１水平走査期間毎にレベル反転する構成とし
たが、図６において破線で示されるように、白色に相当
する電圧Ｖwを選択して時間的に一定としても良いし、
黒色に相当する電圧Ｖb＋、Ｖb－を選択して、１水平走
査期間毎にレベル反転する構成としても良いし、書込極
性に応じて異なる濃度に相当する電圧としても良い。
【００７５】くわえて、実施形態にあっては、素子基板
１０１には、ガラス基板を用いたが、ＳＯＩ（Silicon 
On Insulator）の技術を適用し、サファイヤや、石英、
ガラスなどの絶縁性基板にシリコン単結晶膜を形成し
て、ここに各種素子を作り込んでも良い。また、素子基
板１０１として、シリコン基板などを用いるとともに、
ここに各種の素子を形成しても良い。このような場合に
は、各種スイッチとして、電界効果型トランジスタを用
いることができるので、高速動作が容易となる。ただ
し、素子基板１０１が透明性を有しない場合、画素電極
１１８をアルミニウムで形成したり、別途反射層を形成
したりするなどして、反射型として用いる必要がある。
【００７６】さらに、上述した実施形態では、液晶とし
てＴＮ型を用いたが、ＢＴＮ（Bi-stable Twisted Nema
tic）型・強誘電型などのメモリ性を有する双安定型
や、高分子分散型、さらには、分子の長軸方向と短軸方
向とで可視光の吸収に異方性を有する染料（ゲスト）を
一定の分子配列の液晶（ホスト）に溶解して、染料分子
を液晶分子と平行に配列させたＧＨ（ゲストホスト）型
などの液晶を用いても良い。また、電圧無印加時には液
晶分子が両基板に対して垂直方向に配列する一方、電圧
印加時には液晶分子が両基板に対して水平方向に配列す
る、という垂直配向（ホメオトロピック配向）の構成と
しても良いし、電圧無印加時には液晶分子が両基板に対
して水平方向に配列する一方、電圧印加時には液晶分子
が両基板に対して垂直方向に配列する、という平行（水
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平）配向（ホモジニアス配向）の構成としても良い。こ
のように、本発明では、液晶や配向方式として、種々の
ものに適用することが可能である。
【００７７】＜電子機器＞次に、上述した実施形態に係
る液晶表示装置を用いた電子機器のいくつかについて説
明する。
【００７８】＜その１：プロジェクタ＞まず、上述した
液晶表示装置をライトバルブとして用いたプロジェクタ
について説明する。図８は、このプロジェクタの構成を
示す平面図である。この図に示されるように、プロジェ
クタ２１００内部には、ハロゲンランプ等の白色光源か
らなるランプユニット２１０２が設けられている。この
ランプユニット２１０２から射出された投射光は、内部
に配置された３枚のミラー２１０６および２枚のダイク
ロイックミラー２１０８によってＲ（赤）、Ｇ（緑）、
Ｂ（青）の３原色に分離されて、各原色に対応するライ
トバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ
導かれる。なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比較す
ると、光路が長いので、その損失を防ぐために、入射レ
ンズ２１２２、リレーレンズ２１２３および出射レンズ
２１２４からなるリレーレンズ系２１２１を介して導か
れる。
【００７９】ここで、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ
および１００Ｂの構成は、上述した実施形態における液
晶パネル１００と同様であり、処理回路（図８では省
略）から供給されるＲ、Ｇ、Ｂの各色に対応する画像信
号でそれぞれ駆動されるものである。すなわち、このプ
ロジェクタ２１００では、図１に示される液晶表示装置
が、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に対応して３組設けられた構成に
なっている。さて、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、
１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイクロイ
ックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、
このダイクロイックプリズム２１１２において、Ｒ色お
よびＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進
する。したがって、各色の画像が合成された後、スクリ
ーン２１２０には、投射レンズ２１１４によってカラー
画像が投射されることとなる。
【００８０】なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇお
よび１００Ｂには、ダイクロイックミラー２１０８によ
って、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応する光が入射するの
で、上述したようにカラーフィルタを設ける必要はな
い。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像
は、ダイクロイックミラー２１１２により反射した後に
投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇの透過像は
そのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１０
０Ｂによる水平走査方向は、ライトバルブ１００Ｇによ
る水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を
表示する構成となっている。
【００８１】＜その２：モバイル型コンピュータ＞次
に、上述した液晶表示装置を、モバイル型のパーソナル
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コンピュータに適用した例について説明する。図９は、
このパーソナルコンピュータの構成を示す斜視図であ
る。図において、コンピュータ２２００は、キーボード
２２０２を備えた本体部２２０４と、表示部として用い
られる液晶パネル１００とを備えている。なお、この背
面には、視認性を高めるためのバックライトユニット
（図示省略）が設けられる。
【００８２】＜その３：携帯電話＞さらに、上述した液
晶表示装置を、携帯電話の表示部に適用した例について
説明する。図１０は、この携帯電話の構成を示す斜視図
である。図において、携帯電話２３００は、複数の操作
ボタン２３０２のほか、受話口２３０４、送話口２３０
６とともに、表示部として用いられる液晶パネル１００
を備えるものである。なお、この液晶パネル１００の背
面にも、視認性を高めるためのバックライトユニット
（図示省略）が設けられる。
【００８３】＜電子機器のまとめ＞なお、電子機器とし
ては、図８、図９および図１０を参照して説明した他に
も、テレビジョンや、ビューファインダ型・モニタ直視
型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーション装置、
ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワーク
ステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、ディジタルス
チルカメラ、タッチパネルを備えた機器等などが挙げら
れる。そして、これらの各種の電子機器に対して、本発
明に係る液晶表示装置が適用可能なのは言うまでもな
い。
【００８４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、対
向電極や容量線の電位変動を模擬した補正信号が、元の
画像信号に加算されて画素電極に印加されるので、これ
らが電位変動しても、本来の濃度に対応する電圧実効値
が、画素電極および対向電極の間に印加されて、これに
より、表示品位の低下を防止することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体
構成を示すブロック図である。
【図２】  （ａ）は、同液晶表示装置における液晶パネ
ルの外観構成を示す斜視図であり、（ｂ）は、その線Ａ
－Ａ’についての断面図である。
【図３】  同液晶パネルにおける素子基板の電気的構成
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を示すブロック図である。
【図４】  同液晶表示装置における画像信号補正回路の
構成を示すブロック図である。
【図５】  同液晶表示装置の動作を説明するためのタイ
ミングチャートである。
【図６】  同液晶表示装置の動作を説明するためのタイ
ミングチャートである。
【図７】  同液晶表示装置による表示品位の低下防止を
説明するための電圧波形図である。
【図８】  実施形態に係る液晶表示装置を適用した電子
機器の一例たるプロジェクタの構成を示す断面図であ
る。
【図９】  実施形態に係る液晶表示装置を適用した電子
機器の一例たるパーソナルコンピュータの構成を示す斜
視図である。
【図１０】  同液晶表示装置を適用した電子機器の一例
たる携帯電話の構成を示す斜視図である。
【図１１】  横クロストークによる表示品位の低下を示
す平面図である。
【符号の説明】
１００……液晶パネル
１１２……走査線
１１４……データ線
１１６……ＴＦＴ
１１８……画素電極
１３０……走査線駆動回路
１４０……データ線駆動回路
１５０……サンプリング回路
１６０……プリチャージ回路
３００……画像信号補正回路
３０２……減算器
３０８……積分器
３０４、３１０、３１２……乗算器
３１４……加算器
３１６……遅延器
４００……処理回路
２１００…プロジェクタ
２２００…パーソナルコンピュータ
２３００…携帯電話
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